
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

呼吸器外科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
2 名 
 
コースの特徴                           
東邦大学医療センタ－大森病院 呼吸器センタ－外科(東邦大学医学部外科学講座 呼吸器外科学分野

（大森）)の研修目標は以下の通りで、後期臨床研修はその一環として行われます。 
1. 世界的に通用する社会的貢献度の高い Academic Surgeon の育成 

2. 網羅的に呼吸器外科分野を経験する研修 

3. 救急など関連分野の研修にも対応 

●外科研修は、早くから多くの症例を経験することで外科医としての感覚が備わり、その後の

成長に大きく影響します。当科では、研修初期から数多くの手術を経験できるようシステムを

構築し、世界的に通用する社会的貢献度の高い Academic Surgeon の育成を目的としています。 

●呼吸器外科に関しては、肺癌の胸腔鏡下手術、気管支、血管形成、大血管合併切除などの拡

大手術から、炎症性疾患、重症筋無力症・胸腺腫、悪性中皮腫、気道狭窄、気胸を中心とした

嚢胞性肺疾患など、呼吸器外科医として基本から応用まで広く網羅的に経験できます。 

●早い時期から術者として大きな手術を経験できます。 

●外科専門医、呼吸器外科専門医を最短で取得し、さらにキャリアアップする体制を整えます。  

●院外の大規模専門病院での研修も取り入れ、広い人脈を築くことが可能です。  

●希望者には東邦大学医療センター大森病院の救命センタースタッフとして、ローテーション

を行っています。胸部外傷の治療や集中治療についての知識の習得を目標にしています。救急

専門医も取得可能です。 

以上の点が当科の研修の特徴です。医師として責任を持ち、生涯にわたって周囲の信頼を得ながら活躍

できるように教育システムを組んでおり、大学病院にもかかわらず多数の手術を経験することが可能で

す。 

 
研修カリキュラム 
１年目～３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
外科ローテーション 
研修期間 
３年 



習得内容 
外科専門医取得に必要な一般外科（外科学総論、基本手術手技および一般外科診療に必要な外科診療技

術）と外科サブスペシャリティを習得する。そのため、小児外科（3 ヶ月）、乳腺内分泌外科（3 ヶ月）、

心臓血管外科（6 ヶ月）、呼吸器外科（12 ヶ月）、消化器外科・総合診療外科（12 ヶ月）の院内研修を

行います。この期間で外科専門医試験資格に必要な症例数、業績の習得ができます。卒後満 5 年での外

科専門医取得を目指します。 
 
４年目～7 年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
呼吸器外科～関連施設、海外留学 
研修期間 
4 年 
習得内容 
4 年目からは、呼吸器外科専任となりスタッフ指導のもとで多くの手術例を手がけることになります。

呼吸器外科医としての基本的な手術を術者として数多く、指導医の下で経験します。さらに呼吸器外科

専門医取得のための必要症例数を術者、助手として経験するとともに、呼吸器外科学の知識を広く、深

く習得します。 
この頃になると、自分で進む方向が定まってくる場合があります。学位取得、海外留学、専門病院での

研修などです。当施設では、そのような希望にも広くこたえられる研究組織と関連施設を有しています。 
さらに関連教育病院に２年間出張して、他施設での医療や臨床研究グループの一員となり、経験を深め

ることも可能です。  
 
8 年目以降  
呼吸器外科専門医取得後、標準的な手術よりも難易度の高い手術（気管支形成術、肺動脈形成術、胸膜

肺全摘術など）を術者として経験し、指導者としての修練を開始します。学位未取得の場合には、大学

院入学もしくは論文による学位取得を目指します。学位取得後は、手術の技能が高く一定の業績を有し、

後輩に対する指導力が評価されれば講師となり、その後はさらにキャリアアップを目指し診療、教育、

研究に従事します。  
 
週間予定 
毎朝夕のスタッフ回診（朝 8：00 から、手術日は朝 7：30 から）で、治療方針を相談し、安全、安心な

診療に努める 
火曜日 呼吸器外科・呼吸器内科・放射線科／合同症例検討会（呼吸器キャンサーボード） 
水曜日 Research meeting（研究報告）、呼吸器外科・呼吸器内科・病理／切除症例検討会（第 1 週） 
金曜日  手術症例検討会 
 
教育関連病院・施設 
これまで経験のあるもしくは今後予定する教育関連施設 
愛知県がんセンター中央病院 



神奈川県立がんセンター 
癌研有明病院 
国立がん研究センター中央病院 
国立がん研究センター東病院 
静岡県立静岡がんセンター 
防衛医科大学校 
三井記念病院 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
学位取得１名、呼吸器外科専門医 2 名、がん治療認定医取得 2 名、外科専門医取得 2 名 
 
コースの指導状況 
プログラム指導責任者である伊豫田教授が中心となり、スタッフ全員で研修内容及び実績を評価します。 

医局内での良好なコミュニケーションを維持しながら、研修医本人にフィードバックしています。 

上級医は問題点や課題を指摘するだけではなく、研修医自身が見いだせるように心がけています。 

また、論文執筆や学会発表も勧めており、順調に学位や専門医の取得がなされています。 
 
学位・大学院と海外留学について 
呼吸器外科専門医の取得と平行して、学位取得に向けた研究を行っており、学位取得後は、ニューヨー

クの Memorial Sloan-Kettering Cancer Center（伊豫田教授留学先）、ボストンの Brigham and 
Women’s Hospital（客員講師 塚田医師在籍）などへの留学を勧めます。 
 
評価及び修了認定 
年度末には必ず現状の症例数（疾患別）を報告し、専門医資格を習得するのに必要な診療経験と学会活

動をしているかをプログラム指導責任者と管理運営責任者が評価しています。研修としては外科専門医

資格を取得することによって後期修了認定を、呼吸器外科専門医資格を取得することにより、呼吸器外

科としての修了認定としています。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本外科学会 

資格名 外科専門医 

資格要件 

• 学会が認めた施設で 4 年以上の臨床研修を行ったのち、学会の予備試験（筆

記試験）を受ける。 
• 予備試験合格者、かつ修練開始後満 5 年以上経過した場合に、到達目標とし

て指定された最低手術症例数を経験していれば、認定試験となる面接試験を

受験することが可能となる。 
• 到達目標症例数 

術者または助手として 350 例（その内術者は 120 例以上） 



その内 
①消化管および腹部内臓（50 例） 
②乳腺（10 例） 
③呼吸器（10 例） 
④心臓・大血管（10 例） 
⑤末梢血管（頭蓋内血管を除く）（10 例） 
⑥ 頭頸部・体表・内分泌外科（皮膚，軟部組織，顔面，唾液腺，甲状腺，

上皮小体，性腺，副腎など）（10 例） 
⑦小児外科（10 例） 
⑧外傷（多発外傷を含む）（10 例） 
⑨上記①～⑧の各分野における内視鏡手術（腹腔鏡・胸腔鏡を含む）（10 例）  

学会の連携等の概要 

東邦大学医療センター大森病院、および、教育関連施設はすべて日本外科学会が認定した教育施設とな

っているためすべて、修練の扱いとなる。 

 

学会等名 日本呼吸器外科学会・日本胸部外科学会 

資格名 呼吸器外科専門医 

資格要件 

1. 外科専門医であること。 
2. 卒後修練期間 7 年以上を有すること。  
3. 認定修練施設において 3 年以上の修練期間を有すること。  
4. 修練期間中に別に定められた手術経験を有すること。  
5. 呼吸器外科学会に関する別に定める一定の業績（学会発表、論文発表）お

よび研修業績（学会参加、学会が認めるセミナーや講習会への参加）を有

すること。 
6. 日本呼吸器外科学会および日本胸部外科学会の会員であり、3 年以上の会

員歴を有すること。 
 手術経験に関して  

• 術者として A 群，B 群，C 群の症例を 50 例以上【各群の最低必要症例数：

参照下表】 但し、術者としては開胸下手術 30 例以上、胸腔鏡下手術 20
例以上 
※開胸下手術とは、主たる手技を用手的に行うものであり、胸腔鏡下手術

とは、主たる手技を胸腔鏡下に行う手術である 
• 助手として A 群、B 群の症例を 100 例以上（下記参考、呼吸器外科専門医

合同委員会ホームページより抜粋、詳細は元のホームページにて確認して

ください）  

A 群 

1. 肺葉切除又は肺摘除術 
 
 

2. 縦隔腫瘍摘出術 （重症筋無力症

32 例以上（最低 25 例は

縦隔リンパ節郭清を伴う

ものとする） 
3 例以上 



に対する胸腺摘除術も含むこと

ができる） 
3. 自然気胸手術又は肺嚢胞切除術 
4. 肺部分切除術・腫瘍核出術 

 
 
5 例以上 
5 例以上 

B 群 

1. 気管・気管支形成術を伴う肺切

除術 
2. 骨性胸郭，横隔膜，心嚢，大血

管切除を伴う手術 
3. 胸膜肺摘除術 
4. 肺区域切除術 
5. 膿胸に対する手術（開窓術・胸

郭成形術を含む） 
6. その他の呼吸器外科手術 

B1～B6 の中から 5 例以

上 

但し，B1～B5 のものを 2
項目以上、全体で 3 例以

上含む 

 

 

専門資格の概要 

呼吸器外科に関する十分な専門的知識と技量を有し、社会からの信頼と評価を得て、医療の中で位置付

けされるための専門医制の導入を目的とする。 

 

学会等名 日本呼吸器内視鏡学会 

資格名 気管支鏡専門医 

資格要件 

1. 申請時において、計 5 年以上本法人会員であること。 
2. 認定施設、又は別に定める関連認定施設の指導医のもとで、所定のカリキ

ュラムを修了し、気管支鏡診療実績（経験症例計 100 例以上、術者 20 例

を含む）を必要とする。  
3. 専門医申請時の必要業績単位数は 50 単位以上で、研究業績（10 単位以上）、

日本呼吸器内視鏡学会年次学術集会出席（過去 5 年間に 2 回以上、20 単位

以上）及び気管支鏡セミナー出席（過去 5 年間に 1 回以上、10 単位以上）

を含むものとする。尚、研究業績とは日本呼吸器内視鏡学会年次学術集会、

支部会、及び関連学会総会での発表（共同演者も可）と論文著書とする。

但し、専門医申請時には、必須業績として、日本呼吸器内視鏡学会年次学

術集会での筆頭演者としての発表、あるいは「気管支学」への筆頭著者と

しての論文掲載のいずれか 1 つ以上を含むものとする。当該業績は過去 5
年以内のものを対象とする。 

専門資格の概要 

目的は、気管支鏡の進歩と普及に即応して、その知識と技能の向上を図るとともに、気管支鏡を使用し

て行う診療の進歩と発展を促し、公共の福祉に貢献することを目的としている。 

 
 


